
高校入試をめ ぐる心理的環境の一考察

工 研究の目的

いわゆる「高校生急増期」 (昭 和38年度)に入学試験を経験 した新入高校

生の入試をめ ぐる心理的環境の一端を知 り,生活指導のための一資料にあて

る。

Ⅲ 研究の方法

心理的環境を知 るための問題をつ くり,質問紙法により解答結果を整理 し

考察を加える。

Ⅲ 調査のための問題

1.生 徒の希望する高校に入学で きたかどうかを質問 し,希望校に入学で

きなか った者にたいしては,その理由をたずねる。

| 
※6.あ なたは自分の希望する高校に入学で きましたか。

{録 いぇ  |
|    い`いえ、と答えた人はその理由を○印をつけて答えて くださ |
|    い。                             |
|     イ.希望校の入試に失敗 したか ら。            |
|     口.家庭の都合で受験できなかったか ら。         |
|     ハ.中学校の先生が受験 させて くれなか ったか ら。     |

※6。 とぁるのは調査問題の番号。このような質問を最初に出すのは適切でない

から6番 目の質問とした。以下,こ れに準ずる。

2.高 校入学後,特に興味をもって研究 しようとする科 目群を三大別 し,

科 目群別に調査結果の傾向を考察するため次の質問を試みる。――調査

の結果,お よそ半数の生徒が未定 と答えているので,科 目群別の結果の

処理はとりやめることにした。

1 4.高校入学後,あ なたは次のどの方向に進 もうとしていますか。  |

司庄山蔭



(○ 印を 1つ だけつけて ください。)

イ.主 として 国語,歴史,地理,倫理など文科方面の研究をす

すめたい。

口.主 として 数学,物理,化学,生物,地学など自然科学の研

究をすすめたい。
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と思い熱心に勉強 した。

口.入試に合格するだけが人生のすべてではない。合格すれば幸

であるが,不合格で もかまわない。 しか し,や るだけはや って

みようと勉強はあまりなまけなか った。

ハ.高校へ 自分で進んで行 きた くないが,親などにすすめられて

いやいやながら勉強した。

6.中学生時代の「受験勉強」と学校における「特別教育活動への参加」

とは,ど のような関連がみられるか。また,高校入学後のクラブ活動な

どへの参加希望をも併せて質問し,考察を試みる。

5。 中学校では教科の勉強のほかに特別教育活動 (生徒会活動,ク ラ

ブ活動,ホ ームルーム)や学校行事などの時間があったでしょう。
これらの時間について中学校時代のことを思い出し高校入学後もど

のようにしようと思っているかを答えて くださぃ。

イ.こ れらの時間は学校生活でなくてはならぬものと思い進んで

参加し,た いへん有意義であったので高校入学後もひきつづき

やりたい。
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口.こ れらの時間にはあまり参加しないで,入試の受験勉強をし

た。高校入学後も大学進学の目的のために全力をつ くしたい。

ハ.中学時代には進んで参加しなかったが,高校は高等普通教育

を受けるところであるから,社会の期待にこたえられるだけの

視野のひろい人間に成長するため,こ れらの時間にも参加して

ゅきたい。

Ⅳ 調査の対象と調査の方法

1。 調査の対象 :兵庫県南部 (山陽本線の沿線)の或る一定地区を選び,

公・私立高等学校 (全 国制・定時制を含めて)11校の新入一年生全員。

2。 調査の日時 :入学式の翌1日 もしくは入学式後一週間以内におけるホー

ムルームの時間を利用する。

3。 調査の方法 :質問用紙を生徒各自に配布し,ホームルーム担任教諭の

指示にしたがって無記名方式により解答欄に○印をつけさせる。

4。 調査期日:昭 和38年 4月

備考 :問題用紙配布後およそ 5～ 6分 間以内に用紙を回収することを予告 し

た。

解答は長時間考えることなく,直感的に○印をつけるよう指示した。

解答用紙には学校名を記入しないが,学校別に集計する旨を伝えてお

いた。

V 調査結果の整理

1。 調査した全データは高校新 1年生男予 2,444名 ,女子 1,783名 ,計

4,227名 である。

2.全 データを公立学校と私立学校に二人別し,前者をさらに,全 日制普

通高校 (3校),全 国制実業高校,及び定時制高校 (2校),の 三校種群

に分け,後者をA校 ,男 子高校 (2校 ),女 U・高校 (2校),の三校種群

に区別し,各 :群 ともそれぞれ男女別に分けて整理した。

私Jl学 校のA校 は男子のみの学校で著名大学への進学者が 極 め て 多

く,そ のことが一つの特徴のように見られている学校であるから他の学

校群と区別した。
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なお,すべての私立高校で自校の中学部卒業者は,こ の調査から除外

されている。そして,こ れらの私立学校の前身は戦前の中学校 0高等女

学校で校名の広 く知られている学校を選んだ。

3.そ れぞれの校種別に解答を整理して別表にまとめた。別表中に「その

他」の欄が問題群別に設けられているのは,質問用紙の解答欄に記載さ

れている以外のことを答えたり,或は空自のままで○印をつけなかった

者の集計である。

Ⅵ 調査結果の考察

A.男 女別による全体的考察

1。 生徒の希望する高校に進学できたと答えた者は男子1,410名 (男子全

体の57。 7%に あたる),女子1,286名 (女子全体の72.1%に あたる)で あっ

た。

2。 男子生徒の42%強,女子生徒の28%弱は,自 分の希望する高校に進

学できなかった,と 答えている。

3.さ て,希望する高校へ入学できなかった理由を希望高校に進学でき

なかった生徒数を 100と する百分比により比較してみると,希望校の入試

に失敗 したと答えた者が男子で65%弱,女子で52%強 あり,家庭の都合で

受験できなかったと答えた者が男子で 9%弱,女子で11%弱あった。そし

て,中学校の先生が受験させて くれなかったと答えている者が男子で24%,

女子で32%強 あることは進学指導上の或る問題点を示唆しているようにも

考えられる。(学校群の別によりそれぞれの特徴があらわれているが,こ れ

は後に述べる。)

4。 高校入学後,主としてどのような科目群について研究を進めようと

しているかを質問した結果は,私立A校を除いて未定と答えた者が約半数

を占める。(男子48%強,女子60%弱 )。

男子に「 自然科学方面の研究に進みたい」と答えた者が24%強あったの

に比べて,女子はわずかに6%強の少数であった。また,「文科方面 の 研

究を進めよう」とする者が男子ヽで10%弱 ,女子で13%弱を数えるが,公立



高校入試をめぐる心理的環境の一考察

全 日制普通高校群の女子 (18%強)を除いて,一般にこの方面の研究を志

す者はそんなに多 くはなかった。「主として実社会の研究を進めよう」と

答えた者は比較的多 く,男子に18%弱 ,女子に21%弱が数えられる。

5。  「戦後最大といわれる高校進学希望者の中から選ばれて,高校に入

学できた」 ことにたいする実感として,こ れをどのようにうけとめている

かについて調査した結果は,男子平均では「 自分自身が熱心に勉強したか

ら」と自律的傾向を示す者が31%強 (こ れにたいし女子は25%弱),を数え

るが,女子では,「中学校の先生の進学指導がよかったから」と他律的傾

向を示す者が
"%弱

あって (男子では29%弱)興味ある数値をあらわして

いる。

人間以外の力の倶1に おいてうけとめている者 (幸運にめぐまれたにすぎ

ぬ・神仏のおかげによる,と 答えた者)も かなり多 く,男子で38%弱,女

子で37%弱を数え,男女ほぼ同比率を示している。

6。 入試にたいする態度として「入試合格が人生のすべてではない……」

と答えた者は男子で63%弱,女子で65%弱あり,各校種群ともに過半数以

上を占めていることは健康な心的態度としてよろこばしいが,「まず何よ

りも,入試に合格することが理想実現の第一歩であると思い……」と答え

ている者も男女ともに30%弱あり,入試にたいする真摯な態度を訴えてい

るようにも思える。しかし,こ の比率は各校種間に著 しい変化があり,最

高比率は全 日制普通高校 (公立)の男子群で40%強,最低比率は定時制高

校女子の18%強 となっている。

「高校へ行きたくないが親などにすすめられて,い やいやながら勉強し

た」と答えた者は極めて少 く,男子で 5%強 ,女子で 4%強あった。 (最

高百分比は,私立男子高校群の7.2%,最 低は定時制高校女子の2.3%)

7.入試勉強の感想についての調査結果では,「入試勉強は苦痛でたま

らなかった」と答えた者が各校種群を通 じて最も多 くおよそ半数を占めて

いる。(男子48%,女子53%弱 )。

その中の過半数の者は「 しかし今は進学できたので苦痛も一つのなつか
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しい思い出となっている」と答えている。しかし,「大学入試で再び苦痛

を覚悟しなければならぬだろう」と答えた者も,全体の百分比において男

子で16%弱,女子で 9%弱が数えられ,男子は女子に比べて,全体として

およそ1。 8倍の数が,大学進学のための苦痛を予期していることになる。

「父母・教師などが勉強々々とやかましく言いすぎて不快であった」と

答えた者も男子30%強,女子26%を数える。

なお,「入試は選抜試験であるから交友関係もほどほどにして,自 己中

心のガリ勉強もやむをえなかった」と答えた者は,男子10%強 ,女子 9%

強であった。これら入試勉強にたいする感想を各校種群別に整理した結果

には多様な変化がみられるが,こ れらについては後に述べる。

8。 入試勉強とクラブ活動などへの関心についての調査結果をみると,

「中学校では参加しなかったが高校入学後は参加したい」と答えた者が過

半数を占め,男子52%,女子66%強であった。中学時代から参加していて

「高校入学後も続けたい」と答えた者も男子23%弱,女子28%弱あって ,

クラブ活動などへの関心の強さをあらわしている。中学校・高校を通 じて

受験勉強に専念しようと考えている者は男子では13%,女子では 5%強を

数える。 (各校種群によってかなりの相違がみられるが,後に述べる。)

B.各校種群別・男女別による調査結果の考察

1。  「希望校に入学できた」と答えた者の比率が高い順に校種群をみて

ゆ くと,男子では私立A高校 (98%),公 立全 日制普通高校 (88%),実 業

高校 (73%),定 時制高校 (63%), 男子私立高校 (25%),と なり,女 子

では公立全 日制普通高校 (92%),実 業高校 (65%),女子私立高校(田%),

定時制高校 (48%)と なっている。定時制高校生や私立高校生のもつ希望

校に入学できなかったという潜在意識が入学後の学校生活にどのように反

映するかの検討が今後の課題として残っている。

別表に示されている (こ こで検討した百分比のこと)公立全 日制普通高

校の調査結果は,同一学区内 (中学区制)の三高校の解答を集計したもの

であるが,一つ一つの学校においてかなりの変化がみられる。このことは,



学校差というものを生徒自身が意識してか,それとも何らかの外因に影響

されてかはわからないが,「よい学校」といわれる学校への進学を希望し

ていたところ,中学校の進学指導などによって (次項を参照されたい)そ

れらの高校に受験できなかった者もかなりめだっている。希望校に入学で

きなかったという潜在意識は,定時制や私立の高校だけでな く,全 日制の

普通高校の生徒ももっているわけである。

公 31の 全 国 制  |
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2じ 希望校に進学で きなかった理由を,各校種群別にみると (希望校に

進学で きなかった生徒数を100と しての百分比による),全 国制の公立高校

群で |ま ,「中学校の先生が受験 させて くれなかった」 と答えた者がいずれ

も過半数以上を占めている (男子では普通校群53%,実業学校69%,女子

ではそれぞれ67%,78%と なっている)。 これ らのJi徒は現在入学 している

学校以外の71校を希望していたわけである。おそらく,今,入学 した学校

よりも社会的評判のよい学校を希望 していたのであろう。

前項に示 した公立の全 日制普通高校のA校では97%弱の生徒が希望校に

入学できたと答え,ま た私立A校で,わ ずか 4%(実 数 2名 )が「家庭の

都合で 自分の希望する高校へ進学できなか った」 と答えた他は,残 りの96
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%が「希望校に入学できた」者であることによっても,こ のことが推察 さ

れる。

「希望校の入試に失敗 した」 と答えた者の多い学校群は,男子及び女子

の私立高校群で,い ずれ も半数以上 (男子80%強 ,女子66%弱)を 占めて

もヽ る。

定時制高校では「家庭の都合」によると答えた者が,お よそ半数 (男子

41%,女子57%)を 占めているのも学校の特徴をあらわしているよ うであ

る。

3。 高校入学後,主として研究をすすめようとする科 目群を定めていな

い者の比率は男子よりも女子に高いが,特に私立A校 については未定者は

わずかに28%で (男子平均48%,女子は60%),「主 として 自然科学の研究

に進 もう」 と答えた者が64%の高率 (平 均 :男子24%,女子 6%)に のぼ

り,「文科方面の研究に進 もう」 とする者が皆無 (平均 :男 了‐10%,女子

13%)で あった こともこの学校の一つの特色といえよ う。

なお,「実社会の研究を進めたい」 と答えた者の百分比の高い校種群は

公立実業高校女子群 (44%),女 子私立高校群 (25%),定 時制男子群 (21

%)な どである。 (平 均 :男 子18%,女子21%)。

4.高 校へ進学できたことについての実感をたずねた結果,「 自分 自身

が熱心に勉強 したか ら」 とい う自律的傾向を示す比率の高い学校は,私立

A校 (48%)や 公立の全 日制普通高校 (男子43%,女子32%)な どで,低

い学校群は実業高校 (男子20%,女子17%)や 男子・女子の私立高校群 (男

子28%,女子18%)で ある。 これとは逆に,人間以外の側 (運・不運・神

仏の加護)に求める傾向は定時制高校 (男子 56%,女子 43%),実 業高校

(男子 45%,女子 46%),私 立高校 (男子41%,女子44%)な どの各群に

高 く,私立A校 (26%),公 立の全 日制普通高校 (男子 26%,女子 28%)

の各群に低い。

また,「中学校の先生の進学指導がよかったか ら」 と答えた者は,ど の

学校群にも男子の比率が女子よりも低い傾向がみ られるが,低い校種群 と
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しては,定時制高校 (男子20%,女子21%),私 立A高校 (26%),男 子私

立IJ校 (2"び )な どが数えられ,高い校種群には実業高校 (男子3ワグ,女

子 36%),女 子私立高校 (36%)な どがみられる。そして,全 日制普通高

校(公立)群の女子が40%弱の比率を占めていること (同群の男子は31%)

も注目される。

5.つ ぎに入試にたいする態度について各校種群は,ど のような変化を

あらわしているかを見ることにしよう。

「入試合格が理想実現の第一歩と思い……」と答えた者の平均百分比(男

子・女子とも30%)以上の校種群は,公立全 日制普通高校(男 子040%,女子

田%),私立A校 (36%)で ,平均百分比以下の校種群は,定時制高校(男子・

19%,女子・郎%),実業高校女子(23%),男 子私立高校(ハ%)な どである。

「入試合格が人生のすべてではない」と答えた者は,ど の校種群も過半

数以上を数える (平均 :男子・

“

%,女 子・

“

%)が ,特に比率の高い校

種は,定時1:」 高校 (男子・74%,女子・%%)で ,実業高校 (男子・65%,

女子 0■%)が これにつぎ,男子,女子の両私立高校群は,と もに平均値に

近い。私立A高校や公立全 日制普通高校では,他の校種に比べてこの百分

比が低 く (そ れぞれ58%,57%),こ れらの学校の生徒の中には,入試合格

ということを生活目標においている者が多少とも多いことを示している。

「高校へ行きた くなく,い やいや勉強した」者の比率は男女両私立高校

群と,実業高校群に高 く,定時制高校の女子が最低であった。 (こ の解答

者の百分比は極めて小さく,最高が7%,最 低が2%で ある)。

6.入試勉強を回顧させその感想を質問した結果によると,「 自己中心

のガリ勉強もやむを得なかった」と終えた者の全体の百分比は,わずか10

%(男 子 010%,女子・ 9%)程 度であるが,定時制高校群 は 男子 17%

強,女子

“

%弱を数え各校種群中で最高であった。最低比率を示している

のは■ヽ立A校の 6%で ,公立全 日制普通高校群がこれについでいる (男子

・ 9%,女 子 07%)。

この調査では私立A校は「勉強がおもしろ く……入試勉強はそんなに苦



蔭 山 庄 司 299

痛ではなかった」と答えている者が比較的多 く32%を数えているので (平

均百分比,男子 6%,女 子・ 7%),「自己中心のガリ勉強もやむを得なか

った」の比率が減少したのであろうか。それとも,定時制高校の生徒は入

学当初から人生にたいする競争心をもやしているのであろうか。

全 日制普通高校群の男子や実業高校群には「父母・教師などが勉強々々

とやかましく言いすぎて不快であった」と答えた者が比較的多 く,(平均

百分比 :男子030%,女子0%%)普通高校男子は34%,実業高校男子39%,

女子34%を 数える。この解答率の低いのは私立A校 (わ ずか 8%)と定時

制高校 (男子 021%,女子11%)で ,ほ ぼ平均百分J´ に近いのは全 日制普

通高校の女子群 (26%)と 私立高校群 (男子30%,女子26%)で ある。

「勉強がおもしろくて成績も上位であったから,入試勉強はそんなに苦

痛ではなかった」と答えた者の百分比の高い学校は,私立A高校で32%を

数える。(平均 :男子・ 6%,女 子・ 7%),こ れとは逆に低い学校群は,

実業高校の男子 (0。 りの,私立高校群 (男子 1%,女 子 2%),実業高校の

女子 (4%)な どで,全 日制普通高校群では男子12%強 ,女子12%弱が数

えられる。

前にも述べたように,だいたい50%内外の者が「入試勉強は苦痛でたま

らなかった」と答えているが, その半数近 く (男子の場合), もしくは半

数以上 (女子の場合)の者は,「進学できた今 日では苦痛もなつかしい思

い出の一つとなっている」と答え,そ の苦痛は解消されている。

ところが,ま だ苦痛を将来に予期して「大学入試で再び苦痛を覚悟せね

ばなるまい」と答えている者が,男子の場合では,私立A校 (38%),全 日

制普通高校群 (19%),私 立男子高校群 (18%),女 子の場合では全 日制普

通高校群 (12%)な どに汁較的多 くみられる (平均百分比 :男子 016%,

女子 9%),大学入試の苦痛を予期することの少ない校種群は,男子では定

時制高校群 (4%)実 業高校 (10%),女 子では実業高校 (0%),定 時制

高校(5%),私立高校 (7%)な どをあげることができる。

7。 中学校時代から特別教育活動 (ク ラブ活動など)に熱心に参加 して
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いた者は,全体として男子33%弱,女子28%を 数えるが,各校種群別に比

率の高い学校群を順次選び出すと,定時制女子群(47%),私 立A高校 (42

%),私立高校群(男 子・34%,女子 032%)な どで,中学校時代に不参加

者の多かった校種群は,全 国制普通高校(男子 028%,女子 024%),実業

高校(男子 。30%,女子 022%)な どである。

中学校でも参加せず高校でも参加せず,入試勉強に専念しようとする者

の数は全体においてそれほど多 くなく,男 子平均13%,女 ]・平均 5%を 占

めるだけであるが,校種別にみると,全 日制普通高校男子群や私立A校は

多少とも高い比率を示している (と もに1"び )。 男子の 私立高校群も13%

という比較的高率であるが,こ れらの学校の生徒は受験中心に学校生活を

送ろうと考えているのであろうか。

しかし,どの校種群も高校生活では (中学校で参加iし ていた者も,進ん

で参加したかった者も)大多数の生徒が特別教育活動に参加しようとして

いることは,健康的な考え方としてよろこばしいことである。

Ⅶ 結  論

1.親 や教師が希望する高校と生徒の希望する高校とは必ずしも一致する

わけではないが 〔例えば私立A校では「 自分の希望に反して家庭の都合でこ

の学校に入学した」旨を答えている者が 2名 (全員の4%にあたる)あ る〕,

生徒の希望通 りに進学できたと答えた者は男子では全調査人員の57.7%,女

子では72。 1%で ある。

これらの比率は,各校種群により変 fヒ がみられるが,高比率の順位を見る

と全 日制普通高校についで実業高校が高 く,つ ぎに男子では定時制高校,私

立高校の順に,女子では私立高校,定時制高校の順となっている。

なお,大学進学率の極めて高い私立A校はこの百分比が特に高 く,ま た ,

同一学区内の二つの普通高校(公立)の 百分比を比較すると,大学進学率の高

い学校ほど高 く,特 に男子の場合は,三校間の差が著 しくあらわれている。

2。 希望校に進学できなかった理由を,全 Jl平 均の百分比についてみると,

その過半数 (男子 065%,女子・52%)は希望校の入試に失敗したと答えて
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いるが「中学校の先生が希望校の受験をさせて くれなかった」と答 え た 者

が,男子で24%,女子で32%あ ることは,進学指導上の問題点を示唆してい

るように思える。家庭の都合で希望校に進学できなかったと答えた者は比較

的少 く,男子で 9%,女 子で11%を数える。

しかし,各校種群別に考察した場合には,各群によって著 しい特徴がみら

れる。すなわち,全 日制公立高校では「中学校の先生が受験させて くれなか

った」と答えた者が,そ して,私立高校では「希望校の入試に失敗した」と

答えた者が,それぞれ過半数を占め,ま た,定時制高校では「家庭の都合に

よる」と答えた者がおよそ半数を占めていた。

3。 高校入学当初の生徒は殆んどの学校において,専攻しようとする教科

や科目群を定めていない。特に女子に未定者が多 くみられた (男子・48%,

女子・60%)

自然科学の方面の研究を進めようとする女生徒は極めて少 く,男生徒 (24

%)の■/4の比率を示すのみである。

4.高 校入学の喜びを実感として,どのような受けとめ方をしているかに

ついてみた場合,男子は自律的傾向をもち,女子は他律的傾向を示すように

思われる。

他律的な場合の一つといえようが,人間以外のもの (運・不連とか神仏の

加護など)の 側において受けとめようとする者の数は,男女とも大差はない。

各校種群によって,実感としての受けとめ方にちがいがあらわれているが,

公立の全 日制普通高校群では自律的傾向が強 く,定時制高校群,実業高校群 ,

私立高校群では,他律的傾向特に人間以外の俣1(運 。不運とか神仏の加護な

ど)に求める傾向が強い。「中学校の先生の進学指導がよかったから」との

答えに示される他律的傾向の強いのは,実業高校群と女子私立高校群で,特

に薄弱なのは定時制高校群であった。

5. 「入試合格が人生のすべてではない……」と答えた者が各校種群とも

過半数を占めているが,特に定時制高校群で高比率を示している。しかし,

「入試合格が理想実現の第一歩であると考えて熱心に勉強した」者も比較的
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高い比率を示し,特 に私立A高校と公立の全国制普通高校群に多 く見られる。

高校進学を好まず無理に勉強をしいられた旨を答えた者は,各校種群とも

極めて少いが,男子・女子の両私立高校群の百分比は全 日制普通高校(公立)

群の2倍を示している。定時制高校群の女子の百分比は最も低 く,わずか2

%にすぎない。

6。 「入試勉強は苦痛でたまらなかった」と答えた者は各校種群 ともに約

半数, もしくはそれ以上を数えるが,そ の中の半数の者は「 しかし,今は,

苦痛も一つのなつかしい思い出となっている」と答えている。しかし,私立A

高校,公立の全目制普通高校群,男子の私立高校群では,高校入学当初にお

いてすでに大学入試への苦痛を訴えている者が,かなりの比率でみられる。

7. 「父‖f・ 教師などが勉強々々とやかましく言いすぎる」と答えた者も

かなりみられ,特に全 日制の公立高校群に比較的高い比率がみられる。

8. 「入試は選抜試験であるから交友関係もほどほどにして,自 己中心の

ガリ勉強もやむをえなかった」と答えている者の百分比が,定時制高校群に

高 く,私立A高校,公立の全 日制普通高校群に低いことに関しては更に考察

を要する。

9.特別教育活動に中学校時代から進んで参加していた者は比較的少いが

(男子 033%,女子・28%),大 多数の生徒が高校入学後は進んで参加したい

と考えている。

しかし,学校差もかなりあらわれていて,定時制高校の女子群や私立A校

などでは,中学校時代からの参加者の比率が高 く,公立の全 日制普通高校群

では低い。中学校時代にも進んで参加せず,高校入学後も大学受験に専念し

ようと考えている者の比率は,全体からみれば それほど高い 比率では ない

が,私立A校や公立の全国制普通高校群には若千多 く見られる。

10.こ の調査結果だけを資料として 各校種群の特徴的な傾向を 比較しな

がら要約すると,

10公立の全 日制普通高校群 では殆んどの生徒が希望校に入学できたと答

えている (男子・88%,女子 092%)。 しかし,自 分の希望に反して「中学

校の先生が受験させて くれなかった」と答えた者の比率が他の校種群に比
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べて高 く,同一学区内における学校差の問題を はらん でいる ように思え

る。高校に入学できたよろこびの実感をどう うけと めてぃ るかの 調査で

は,自 律的傾向を示す率が高 く,他律的傾向は弱い。しかし,女子生徒の

中には「中学校の先生の進学指導がよかったから」と答えた他律的傾向も

かなりみられる。

入`試合格を理想実現の第一歩と思い真摯な態度で勉強をつづけようと

する者ミ,｀大学受験のための苦痛を予期している者ミ,｀ クラブ活動など

に進んで参加せず,入試勉強に専念しようとする者ミ, 中`学校時代にお

いて,ク ラブ活動などに進んで参加 しなかった者ミ,な どの比率が高いの

もこの学校群の特徴といえよう。

2。 全 日制実業高校群 この学校の生徒で希望校に入学できたと答えた者は

男子73%,女子65%で あった。

「 中学校の先生が希望校に受験させて くれなかった」と答えた者が各学

校群の中で最も高い比率を示しているが,ま た別の調査項目では高校に入

学できたのは,「中学校の先生の進学指導がよかったから」と答えた者も

最高の比率であった。「勉強がおもしろく成績も上位であったから……」

の答えは他の学校群と比べて最低の比率であった。中学校時代に進んでク

ラブ活動などに参加 している者の比率は低い。入学できたことにたいする

実感として 運`・不運,神仏の加護ミなど人間以外のものの側でうけとめ

ようとする傾向が強い。

3。 定時制高校群 この学校の生徒で希望校に入学できたと答えた者は,男
子63%,女子48%で , 家`庭の都合ミで希望校に入学できなかったと答え

た者が多 く,実社会の研究をすすめたいと答えた者の比率も他の校種群に

比べて最も高い。

入学できたことにたいする実感としては全 目制の実業高校と同じく人間

以外のものの側でうけとめよぅとする傾向が強い。

「 中学校の先生の進学指導がよかったから」と答えた者の比率が最も低

いのはこの定時制高校群である。大学受験の苦痛を予期 している者の比率
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は最も低 く「入試は選抜試験であるからガリ勉強もやむをえなかった」と

答えた者の比率は最も高い。

中学校時代からクラブ活動などに進んで参加している者が多 く,高校入

学後も殆んどの者が参加を希望している。

4.男女私立高校群 の生徒は男子で25%弱,女子で53%強 が希望校に入学

できたと答えている。希望校の受験に失敗したために,こ れらの学校に入

学した者の比率が多 くを占めている。他の校種群に比べて「実社会の研究

の方面に進みたい」と答えた者の比率が比較的高 く, 高`校に行きた くな

く,いやいや勉強したミと答えた者の数は僅かではあっても,比率からみ

れば公51の全日常1普通高校の 2倍を占めている。しかし,男子の私立l高校

群では「大学受験のことを考えて再び苦痛を覚悟」している者の比率は公

立の全 日制普通高校のそれにほぼ近い数値を示している。

入学できたことについての実感としては,実業高校,定時需1高校群など

と同じイ頃向をあらわしている。

5。 私立A高校 は,公立の全 国制普通高校とよく似た傾向をあらわしてい

る。ただ一つ大きくちがうことは, この学校では中学時代からクラブ活動

などに進んで参加していた者の比率が極めて高いという点である。

殆んどの生徒が希望校に入学できたと答えている (96%)が ,「家庭の

都合で希望校へ受験できずに,こ の学校に進学した」と答えた 者 が 2名

(つ まり4%にあたる)あ った。
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